
 

 

［成果情報名］黒毛和種肥育牛に対し飼料用米（粉砕玄米）を濃厚飼料の２５％代替給与できる 

［要約］ 飼料用米（ウルチ米およびモチ米の粉砕玄米）を黒毛和種肥育牛に対し肥育全期間

にわたり濃厚飼料の 25%または 15%を代替給与した場合、発育成績および枝肉成績は一般

濃厚飼料を給与した場合と同等であり、高品質な牛肉生産が可能である。  
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［担当］山形県農総研セ・畜産試験場・飼養管理科 

［代表連絡先］電話 0233-23-8818 
［区分］東北農業・畜産 

［分類］技術・普及 
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［背景・ねらい］ 

飼料用米の一層の生産拡大が今後も見込まれる中、その給与対象として特に肥育牛への

利用に大きな関心が寄せられている。そこで飼料用米（粉砕玄米）の黒毛和種去勢牛およ

び黒毛和種雌牛へのウルチ米或いはモチ米の肥育全期間にわたる給与が発育および肉質に

及ぼす影響を明らかにする。試験として、場内試験では去勢牛を対象にウルチ米およびモ

チ米を濃厚飼料の 25%代替、また農家試験では雌牛を対象にモチ米を 15%代替して給与し、

その影響について検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．飼料用米（ウルチ米およびモチ米）の玄米は、2mm メッシュで粉砕処理し、表１の配

合割合により他の濃厚飼料の 25%または 15％を代替して給与できる。 

２．体重の推移、DG（1 日平均増体重）、濃厚飼料の摂取量および飼料要求率等の発育成

績は、場内試験および農家試験とも一般濃厚飼料を給与した場合と同等の成績が得られ

る（図１、表２）。 

３．枝肉成績では、場内試験および農家試験とも各評価項目において一般濃厚飼料給与の

場合と差がなく、高品質な牛肉が生産できる（表２）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．場内試験牛の肥育中期（肥育開始 9 ヶ月後の生後 20 ヶ月齢時）における血液性状には

飼料用米給与による影響は見られないが、ルーメン内容液は VFA 中のプロピオン酸比率

が飼料用米給与によりやや高くなり、よりデンプン質飼料多給時の性状を示す（表３）。 

 

 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１　給与濃厚飼料

市販配合 ウルチ米 モチ米 穀類 その他 CP TDN

慣　行 去勢 4 50 30 20 13.5 72.0
ウルチ米 去勢 4 40 25 5 30 13.4 72.4
モチ米 去勢 4 40 25 5 30 13.4 72.4
慣　行 雌 5 100 13.0 72.5
モチ米 雌 5 75 15 10 13.0 73.2

1) 穀類は圧ペンとうもろこし、圧ペン大麦、その他は大豆油かす、ふすま

2) 栄養価は日本標準飼料成分表による推定

3) 粗飼料は稲ワラを給与

給与濃厚飼料

区　　分 性別 頭数

場内

農家

配合割合（％） 栄養価（原物％）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           （三上豊治） 

［その他］ 

研究課題名：飼料用米の肥育牛に対する給与技術の確立 

予算区分：委託プロ（えさ）、県単  

研究期間：2008～2010 年度 

研究担当者：三上豊治、野川 真、阿部 巖 
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図１ 体重の推移 

表２　発育成績および枝肉成績

発育成績

肥育日数 日 587 ±26 613 ±12 582 ±28 645 ± 9 635 ± 9

増体重 ｋｇ 477 ±41 470 ±50 470 ±15 408 ±60 391 ±95

Ｄ　Ｇ kg/日 0.81 ±0.08 0.77 ±0.09 0.81 ±0.04 0.63 ±0.10 0.61 ±0.14

飼料摂取量 ｋｇ 5,166 4,925 4,821 4,598 4,418
飼料要求率 10.8 10.5 10.3 11.3 11.3

枝肉成績

枝肉重量 ｋｇ 493.8 ±29.7 498.5 ±46.1 491.8 ±44.1 438.8 ±37.2 425.8 ±59.3

ロース芯 cm2 61.8 ±4.3 61.8 ±1.9 59.5 ±9.5 62.8 ±8.4 59.0 ±7.2

バラ厚 cm 8.1 ±0.5 8.0 ±1.2 8.0 ±1.1 7.5 ±0.6 7.8 ±1.0

皮下脂肪 cm 2.2 ±0.2 2.9 ±0.6 2.6 ±0.7 2.7 ±0.6 2.9 ±0.5

ＢＭＳ     7.0
   (6.5

±1.2
±1.1)

    6.8
   (6.8

±1.0
±1.4)

    5.5
   (6.5

±1.0
±0.6)

6.8 ±1.8 8.0 ±1.0

ＢＣＳ 3.8 ±0.5 3.8 ±0.5 3.5 ±0.6 4.0 ±0.0 3.6 ±0.5

しまり 4.5 ±0.6 4.3 ±0.5 3.8 ±0.5 4.4 ±0.9 4.8 ±0.4

ＢＦＳ 2.8 ±0.5 3.0 ±0.0 2.8 ±0.5 3.0 ±0.0 3.0 ±0.0
1) 飼料摂取量、飼料要求率は濃厚飼料のみで各区の1頭当たり平均値
2) ＢＭＳの（　）内は父牛の育種価による補正

農　家  試  験

慣　行 モチ米慣　行 ウルチ米 モチ米

場  内  試  験

表３　場内試験牛のルーメン内容液性状

慣　行 ウルチ米 モチ米

ｐＨ 6.8 6.8 6.7 6.6 6.5 6.5
総ＶＦＡ mmol/dl 10.5 9.5 9.9 10.0 8.4 10.2
酢　　酸 mol％ 58.5 62.5 59.8 56.1 53.9 54.9

プロピオン酸 mol％ 25.4 23.2 24.8 28.2 a 32.5 b 32.6 b

酪　　酸 mol％ 13.1 12.1 13.1 12.4 11.0 9.4
Ａ／Ｐ比 2.4 2.7 2.4 2.0 1.7 1.7

1)ルーメン内容液は朝の飼料給与の3時間後に採取　2) 異符号間に5%水準の有意差あり

肥育開始時（11ヶ月齢） 肥育中期（20ヶ月齢）

慣　行 ウルチ米 モチ米


